
東北農業研究（Tohoku Agric．Res．）40．299－300（1987）

福島県浜通り地方における秋冬どりブロッコリーとカリフラワーの播種期と品種
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1　は　じ　め　に

福島県浜通り地方は，東北地方の中でも気候が最も温暖

な地域である。このため秋冬期における露地栽培のブロッ

コリー，カリフラワーの作型の確立をはかるために，適品

種を検討した。ブロッコリーでは昭和57～61年，カリフラ

ワーでは58～60年にわたり本試験を実施した。

2　賦　験　方　法

（1）ブロッコリー

1）供試品種：緑嶺・緑洋・グリーン18・深海・唐

嶺・翠嶺（サカタ），中晩生緑・シャレード（タキイ），

常緑・岡緑・磯緑・峰緑（野崎）うなばら・緑風（武蔵野），

天塩（協和），寿海（石井）

2）播種期：　8月1日～8月20日

3）栽植様式：うね幅65cm，株間35cm，1条植え

4）施肥量：N－20．P205－18，K20－20，苦土

石灰一100（吻／10β）

（2）カリフラワー

1）供試品種：スノークラウン・スノーJ（タキイ），

初冬・新雪（サカタ），白菊（野崎），雪姫・クリスマス・

白雪（武蔵野）

2）播種期：7月5日～7月26日

3）裁縫様式：うね幅65cm，株問45C鳳．1条植え

4）施肥量：N－20，P205－18，K20－20．苦土

石灰－100（晦／10β）

3　試　験　結　果

（1）ブロッコリー

1）播種期と生育

播種期別でみると，8月播種は年による変動が大きく8

月10日播種で比較すると，生育の早い年（昭和57年）では，

早生系品種で播種後98軋晩生系品種で135日，遅い年（昭

和59年）では，早生系で185日．晩生系で209日となって

いる。これは秋冬の気温の影響を大きく受けているためと

思われる。しかし，各年の収穫日から平均収穫日を求め，

収穫までに要する平均気温碩算温度でみると早生系で1990

～2030℃，晩生系品種で2130～2230℃となり，各播種期
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の積算温度の差はあまりなく平均気温積算温度による収穫

期の設定が可能と思われる。このことは生育日数でみると，

8月5日から，播種期が5日遅れるごとに収穫が約1か月

遅れることを示している。収穫目標を年内とした場合は8

月10日までに播種するのがよく，1月以後の収穫でも8月

20日までが限界と考えられる。

表1　ブロッコリーの播種期別生育日数と桓算温度

播 種 期
品種の 平均収穫 生育 目数 平均気 温校

早晩性 開 始　 日 （日） 算温度 （℃）

8 月 5 日

早 11／ 23 110 1990

晩 12／ 18 13 8 2162

平　 均 12／ 6 124 2098

8 月 10日

早 12／ 10 122 1994

晩 2／ 11 184 2230

平　 均 1／ 10 153 2143

8 月 15 日

早 1／ 5 143 2002

晩 3／ 1 199 2172

平　 均 2／ 2 17 1 2087

8 月 20 日

早 2／ 25 186 2030

晩 3／ 19 2 11 2135

平　 均 3／ 7 199 20 73

注．昭和57～61年度の5か年間の平均

2）品　種

花蕾の特性でみると．大きさでは峰緑，うなばら，天軋

寿海が重かった。花粒のそろいは唐軌翠軋　シャレード，

緑風，寿海が良かったが，花蕾全体のそろいは天壇が良か

った。花蕾のアントシアンの発生は12月以後に多くなるが，

中でも深海，唐軋翠軋寿海で発生が目立った。リーフ

ィの発生では天軋寿海，磯緑，峰緑で多い傾向であった。

凍書は年によって1月以後の収穫に見られ天軋磯緑，緑

軌緑洋，岡軌グリーン18等が少ない傾向であった。総

合的には，年によってやや変動はあるものの，早生系品種

は本作型では適さず，中晩生品種がよく，緑嶺，磯緑．天

軋　シャレード等が良いと思われた。

（2）カリフラワー

1）播種期と生育

7月播種では，播種期別又は年次別による差は早生系品

種では少なく，7月15日播種で比較すると，播種後103～
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蓑2　ブロッコリーの品種の特性
（5か年の総合）

品　 種 草 丈 花蕾垂 アントシア
ンの 発 生

早晩性
総合
評価

緑　　　 嶺 中 中 中

多

中 ◎

緑　　　 洋 中～高 中 早 （⊃

グ リーン 18 低 小 早～中 △

深　　　 海 中 小 中 ～晩 ○

唐　　　 嶺 中 中 多 中～晩 ○

翠　　　 嶺 中 中 多

小

晩 △

中 晩 生 緑 － 中 晩 △

シ ャレー ド 中 中 中 ～晩 ◎

常　　　 緑 中 小 中 早 △

岡　　　 緑 中 申 小 早 ～中 △

機　　　 縁 中～高 中 小

中

中～晩 ◎

峰　　　 緑 中 大 中 ～晩 △

う な ば ら 低 大 中 △

緑　　　 風 低 中 中 （⊃

天　　　 塩 中 大 小 中～晩 ◎

寿　　　 海 中 大 多 中～晩 ○

114日で収穫始めとなった。晩生系では年次による差が大

きくなり114～205日で収穫となった。これらから，3年間

の平均収穫日を求め収穫までの平均気温積算温度でみると

早生系品種で2165～2316℃，晩生系品種で2670～2930℃

裏3　かノフラワーの播種期別生育日数と積算温度

播 種 期
品種の 平均収穫 生育 日数 平均気温積
早晩性 開 始　 日 （日） 算温度 （ぢ）

7 月 5 日

早 10／ 21 108 2316

晩 12／ 29 177 2 931

平　 均 11／ 25 143 2722

7 月 15 日

早 10／ 30 107 22 15

晩 12／ 26 174 2688

平　 均 12／ 3 14 1 2564

7 月 25 日

早 1 1／ 25 113 2165

晩 1／ 13 172 2700

平　 均 12／ 15 143 2397

注．昭和58、60年度の3か年間の平均

であった。12月以後は凍害をうけることがあるので．収穫

目標を年内とした場合，7月中旬が播種適期と考えられ

る。

2）品　種

花蕾重ではスノークラウン．白雪．初冬が重く．凍害を

受けない年はスノーJが重かった。凍害の発生が12月中旬

以後クリスマス，スノーJ，白雪，初冬でみられた。上物

率では凍害による以外は品種の差は見られなかった。総合

的には．品種間差はあまりないが早生系でスノークラウン．

中晩生系で初冬，白雪が良く，有望と思われた。

表4　カリフラワーの収種調査（昭和58年度試乳　7月15日播種，20株平均値）

項　 目 全 量
1 ） 最 大 重 く印 ） 花 蕾 垂 花 蕾 径 （仰 ） 茎 径

　 2 ）

上 物 率

（％）

3 ）

凍 害

収 穫

始 め

4 ）

生 育 日

数 （日）品　 種 （ク） 外 彙 数

（枚 ）

葉 長 葉 幅 （ダ） タ テ ヨ　 コ （（の ） （月．日 ）

ス ノ ー ク ラ ウ ン 1．5 0 5
14 ．8 ⑲

5 7 ．2 2 3 ．8 6 7 2 11 ．4 1 4 ．1 3 ．8 10 0 0 1 1． 9 1 2 1

雪　　　　　 姫 1．50 7 2 1 ．2 幽 5 6 ．3 2 0 ．5 5 7 3 1 2 ．1 13 ．8 3 ．7 1 0 0 0 1 1． 2 1 14

白　　　　　 菊 1，5 0 4 1 7 ．8 幽 6 1．3 2 1．1 4 8 2 10 ．1 13 ．1 3 ．9 9 5 0 1 1 ． 2 1 14

初　　　　　 冬 1，9 8 3 17 ．5 餌 5 8 ．8 25 ．4 5 3 0 11 ．0 12 ．5 4 ．0 8 0 0 ．2 1 2 ．1 4 15 6

ク リ　 ス　 マ　 ス 1，6 2 0 19 ．2 項．参 5 6 ．3 23 ．7 4 3 9 11 ．5 1 3．1 4 ．0 5 0 1．0 1 2 ．1 4 15 6

白　　　　　 雪 2 ．1 9 4 19 ・3 ⑲ 6 9 ．1 26 ．6 5 5 3 1 1．2 1 3．6 4 ．3 7 5 0 ．3 12 ．14 15 6

新　　　　　 雪 2 ，0 2 6 2 1．8 侵．参 5 9 ．7 23 ．5 5 3 5 10 ．5 1 2 ．1 4 ．4 10 0 0 1 ． 5 17 8

ス　 ノ　 ー　 J 2 ．55 1 15 ．8 ⑲ 6 1．4 4 1．1 4 9 2 9 ．7 1 1 ．1 4 ．5 5 0 0 ．7 2 ． 1 2 0 5

注．1）外糞数の○は枯葉数で松葉数は両者を合計した数字となる。
2）上物率は花蕾の不ぞろい，凍害花蕾を除いた正常花蕾の割合。
3）凍害，1は凍害の極初期，Zは初期，3はかなり進んだもの，4は販売不可0
4）生育日数は，播種から収穫始めまでの日数。

4　ま　　と　　め

ブロッコリーでは，中晩生品種の場合，収穫までに8月

上旬播種で120日前後，8月中旬播種で150日前後，8月

下旬播種では200日以上を要し，年内どりは8月10日ごろ

まで，1～2月どりで8月10～15日ごろの播種が適期と思

われた。生育に要する平均気温積算温度は早生系品種で

1990～2030℃晩生系品種で2130～2230℃であった。品種

は年内どりでは緑嶺が良く1月以降の収穫を目標とした場

合には天軋唐乳　シャレード等が有望と思われた○

カリフラワーの年内どりでは7月中旬播種が適期で，早

生系品種では110日前後の生育日数である。生育に要する

平均気温積算温度は早生系で2165～2316℃，晩生品種で

2688～2931℃であった。品種は早生系でスノークラウン，

中晩生系では初冬，白雪が有望と思われた。
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